
(57)【要約】

　【課題】各カラオケ利用者の属性情報における所定の

項目内容が共通している多数派を占める利用者による利

用を客観的に判断し、その共通項目内容に即して構成さ

れている曲間映像を抽出して表示し、主に、曲間ＣＭと

して利用者に役立つ情報を効果的に提供できるカラオケ

システムの提供。

　【解決手段】カラオケ利用者の属性情報における所定

の項目内容に紐付けした曲間映像を登録し、所定のカラ

オケ演奏装置にてログインしている利用者グループにお

いて、その属性情報の所定の項目内容が予め設定された

割合以上で共通している場合、当該項目内容に対応した

曲間映像を抽出し、当該カラオケ演奏装置が付帯する表

示手段をもって表示させるようにした。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 利 用 者 Ｉ Ｄ 毎 に そ の 属 性 情 報 を 記 録 し た 利 用 者 別 属 性 情 報 記 録 部 と 、 当 該 属 性 情 報 の 所
定 の 項 目 内 容 に 対 応 し た 曲 間 映 像 を 登 録 し た 属 性 対 応 曲 間 映 像 登 録 部 と 、 利 用 者 Ｉ Ｄ を 特
定 し て シ ス テ ム へ ロ グ イ ン す る た め の 利 用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手 段 と 、 所 定 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に
て ロ グ イ ン し て い る 利 用 者 を 記 録 し た ロ グ イ ン 利 用 者 記 録 部 と 、 前 記 属 性 対 応 曲 間 映 像 登
録 部 か ら 任 意 の 曲 間 映 像 を 抽 出 し 、 適 宜 の タ イ ミ ン グ で 、 こ れ を 当 該 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 が
付 帯 す る 表 示 手 段 を も っ て 表 示 さ せ る た め の 曲 間 映 像 抽 出 表 示 手 段 と 、 こ れ ら 機 能 手 段 を
統 括 的 に 制 御 し 管 理 す る た め の 中 央 制 御 手 段 と 、 を 具 備 し た シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 曲 間 映 像 抽 出 表 示 手 段 は 、 所 定 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に て ロ グ イ ン し て い る 利 用 者 に
お い て 、 前 記 ロ グ イ ン 利 用 者 記 録 部 に 記 録 さ れ て い る 利 用 者 の 所 定 の 項 目 内 容 が 予 め 設 定
さ れ た 割 合 以 上 で 共 通 し て い る 場 合 、 当 該 項 目 内 容 に 対 応 し た 曲 間 映 像 を 前 記 属 性 対 応 曲
間 映 像 登 録 部 か ら 抽 出 し 、 当 該 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 が 付 帯 す る 表 示 手 段 を も っ て 表 示 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る カ ラ オ ケ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 所 定 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 の 利 用 者 グ ル ー プ に 対 し 、 適 宜 の タ イ ミ ン グ で 、 当
該 グ ル ー プ に 好 適 な 曲 間 映 像 を 表 示 さ せ る カ ラ オ ケ シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 最 近 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 は 、 そ の 付 帯 す る デ ィ ス プ レ イ に 映 像 出 力 す る 、 カ ラ オ ケ 利 用
者 が 予 約 し た カ ラ オ ケ 楽 曲 を 演 奏 す る 演 奏 モ ー ド の 他 に 通 称 「 曲 間 Ｃ Ｍ 」 （ 通 称 「 Ｉ Ｃ Ｍ
」 ） モ ー ド が あ り 、 カ ラ オ ケ 楽 曲 の 非 演 奏 時 に 自 動 的 に モ ー ド が 切 替 わ る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。 す な わ ち 、 現 在 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム で は 、 利 用 者 が カ ラ オ ケ 楽 曲 を 予 約 登 録 す る
前 の 時 間 や 予 約 登 録 さ れ た カ ラ オ ケ 楽 曲 の 演 奏 間 な い し 演 奏 前 後 に 、 広 告 ・ 宣 伝 を 目 的 と
し た 「 曲 間 Ｃ Ｍ 」 を 主 体 と す る 曲 間 映 像 が 自 動 的 に 出 力 さ れ る 。 こ の 曲 間 映 像 に は 様 々 な
種 類 が あ り 、 例 え ば 、 プ ロ モ ー シ ョ ン ビ デ オ な ど で 構 成 さ れ た 新 譜 や お 奨 め 曲 な い し 新 人
ア ー テ ィ ス ト の 紹 介 あ る い は 地 域 性 や 時 事 性 の あ る サ ー ビ ス や 商 品 の 紹 介 、 さ ら に は 、 カ
ラ オ ケ 楽 曲 に 関 連 し た 音 楽 Ｃ Ｄ や Ｄ Ｖ Ｄ の 紹 介 な ど が あ り 、 こ れ ら の 情 報 は カ ラ オ ケ を 楽
し み な が ら 得 る こ と が で き る た め 、 カ ラ オ ケ 利 用 者 の 情 報 源 と し て 非 常 に 役 立 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 こ の よ う な 曲 間 映 像 を 出 力 す る カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に 関 す る 技 術 は 多 々 想 到 さ れ て
い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 曲 紹 介 の 曲 間 映 像 を 設 け 、 こ れ に よ っ て カ ラ オ ケ 楽 曲 を
１ 曲 づ つ 紹 介 し て い る 時 、 カ ラ オ ケ リ モ コ ン 装 置 か ら 簡 略 な キ ー 操 作 を 行 う こ と に よ り 、
そ の 楽 曲 を 自 動 的 に 演 奏 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は 、 Ｉ Ｃ Ｍ デ ー
タ を 楽 曲 デ ー タ と 同 じ 番 号 を 付 し て 記 憶 し 、 カ ラ オ ケ 楽 曲 を 予 約 す る 曲 番 号 入 力 と 同 じ 操
作 で Ｉ Ｃ Ｍ を 予 約 で き る よ う に し た 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ０ ９ ９ ０ ４ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ５ １ ３ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 現 在 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム で は 、 カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 に は 予 め 会 員 利 用 者 の Ｉ
Ｄ お よ び そ の 属 性 情 報 が 登 録 さ れ て お り 、 こ の ホ ス ト 装 置 に ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 回 線 を 介 し
て 接 続 さ れ た 所 定 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に て 利 用 者 Ｉ Ｄ が 特 定 さ れ シ ス テ ム へ ロ グ イ ン す る
と 、 シ ス テ ム を 現 在 利 用 中 の 利 用 者 Ｉ Ｄ と し て 、 ロ グ イ ン し た カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 毎 に こ れ
を 管 理 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ホ ス ト 装 置 に 接 続 し て い る 如 何 な る カ ラ
オ ケ 演 奏 装 置 を 利 用 し て い る 利 用 者 の そ れ ぞ れ が 、 ど の よ う な 属 性 情 報 の 項 目 内 容 を 有 し
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て い る か を 確 認 す る こ と も で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ て 、 最 近 は 曲 間 Ｃ Ｍ の 種 別 も 多 用 化 し て お り 、 例 え ば 、 ア ー テ ィ ス ト の 関 連 情 報 や 新
曲 情 報 の 紹 介 、 あ る い は 店 舗 や 商 品 ・ サ ー ビ ス の 紹 介 な ど が あ る 。 そ し て 、 老 若 男 女 間 に
は 嗜 好 や 興 味 の 違 い が あ る が 、 従 来 で は 、 こ の 差 異 は 考 慮 に 入 れ ら れ ず に 曲 間 Ｃ Ｍ が 流 さ
れ て い る 。 と こ ろ が 、 実 情 で は 、 カ ラ オ ケ で の グ ル ー プ 利 用 の 場 合 、 グ ル ー プ の 各 利 用 者
に は 、 あ る 種 の 共 通 性 が あ る こ と が 多 い 、 例 え ば 、 同 年 代 、 同 性 、 同 職 業 、 同 趣 味 、 同 窓
等 々 で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 利 用 者 間 で 嗜 好 や 興 味 が 共 通 す る こ と が 多 い 。 さ ら に 、 従 来
で は 、 カ ラ オ ケ 利 用 者 が 「 仲 間 内 」 、 す な わ ち 、 共 通 の 属 性 情 報 の 項 目 内 容 を 有 す る 多 数
派 を 占 め る 利 用 者 で 利 用 し て い る か を 客 観 的 に 判 断 す る シ ス テ ム は 確 立 し て お ら ず 、 各 利
用 者 の 属 性 情 報 に お け る 所 定 の 項 目 内 容 が 共 通 し て い る に も 拘 わ ら ず 、 そ の 共 通 項 目 内 容
に 即 し て 構 成 さ れ て い る 曲 間 映 像 を 選 定 し て 示 す る よ う な 、 利 用 者 に 好 適 な サ ー ビ ス は 行
わ れ て い な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 不 都 合 を 解 消 す る た め に 想 到 さ れ た も の で 、 す な わ ち 、 各 カ ラ
オ ケ 利 用 者 の 属 性 情 報 に お け る 所 定 の 項 目 内 容 が 共 通 し て い る 多 数 派 を 占 め る 利 用 者 に よ
る 利 用 を 客 観 的 に 判 断 し 、 そ の 共 通 項 目 内 容 に 即 し て 構 成 さ れ て い る 曲 間 映 像 を 抽 出 し て
表 示 し 、 主 に 、 曲 間 Ｃ Ｍ と し て 利 用 者 に 役 立 つ 情 報 を 効 果 的 に 提 供 で き る カ ラ オ ケ シ ス テ
ム の 提 供 を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 鑑 み 、 本 発 明 者 は 、 カ ラ オ ケ 利 用 者 の 属 性 情 報 に お け る 所 定 の 項 目 内 容 に 紐
付 け し た 曲 間 映 像 を 登 録 し 、 所 定 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に て ロ グ イ ン し て い る 利 用 者 グ ル ー
プ に お い て 、 そ の 属 性 情 報 の 所 定 の 項 目 内 容 が 予 め 設 定 さ れ た 割 合 以 上 で 共 通 し て い る 場
合 、 当 該 項 目 内 容 に 対 応 し た 曲 間 映 像 を 抽 出 し 、 当 該 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 が 付 帯 す る 表 示 手
段 を も っ て 表 示 さ せ る カ ラ オ ケ シ ス テ ム を 構 築 す る こ と で 、 上 記 課 題 を 解 決 で き る こ と を
見 出 し 、 本 発 明 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム を 想 到 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム は 、 利 用 者 Ｉ Ｄ 毎 に そ の 属 性 情 報
を 記 録 し た 利 用 者 別 属 性 情 報 記 録 部 と 、 当 該 属 性 情 報 の 所 定 の 項 目 内 容 に 対 応 し た 曲 間 映
像 を 登 録 し た 属 性 対 応 曲 間 映 像 登 録 部 と 、 利 用 者 Ｉ Ｄ を 特 定 し て シ ス テ ム へ ロ グ イ ン す る
た め の 利 用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手 段 と 、 所 定 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に て ロ グ イ ン し て い る 利 用 者 を 記
録 し た ロ グ イ ン 利 用 者 記 録 部 と 、 前 記 属 性 対 応 曲 間 映 像 登 録 部 か ら 任 意 の 曲 間 映 像 を 抽 出
し 、 適 宜 の タ イ ミ ン グ で 、 こ れ を 当 該 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 が 付 帯 す る 表 示 手 段 を も っ て 表 示
さ せ る た め の 曲 間 映 像 抽 出 表 示 手 段 と 、 こ れ ら 機 能 手 段 を 統 括 的 に 制 御 し 管 理 す る た め の
中 央 制 御 手 段 と 、 を 具 備 し た シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 曲 間 映 像 抽 出 表 示 手 段 は 、 所 定 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に て ロ グ イ ン し て い る 利 用 者 に
お い て 、 前 記 ロ グ イ ン 利 用 者 記 録 部 に 記 録 さ れ て い る 利 用 者 の 所 定 の 項 目 内 容 が 予 め 設 定
さ れ た 割 合 以 上 で 共 通 し て い る 場 合 、 当 該 項 目 内 容 に 対 応 し た 曲 間 映 像 を 前 記 属 性 対 応 曲
間 映 像 登 録 部 か ら 抽 出 し 、 当 該 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 が 付 帯 す る 表 示 手 段 を も っ て 表 示 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム に よ れ ば 、 利 用 者 の 属 性 情 報 に
お け る 所 定 の 項 目 内 容 が 予 め 設 定 さ れ た 割 合 以 上 （ 例 え ば 、 ８ ０ ％ 以 上 ） で 共 通 し て い る
場 合 、 こ れ を 所 定 の 項 目 内 容 が 共 通 し て い る 多 数 派 を 占 め る 利 用 者 に よ る 利 用 と 判 断 し 、
そ の 共 通 項 目 内 容 に 即 し て 構 成 さ れ て い る 曲 間 映 像 を 抽 出 し て 表 示 し 、 主 に 、 曲 間 Ｃ Ｍ と
し て 利 用 者 に 役 立 つ 情 報 を 効 果 的 に 提 供 で き る と い っ た 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】

10

20

30

40

50

(3) JP 2006-178247 A 2006.7.6



　 以 下 、 本 発 明 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム に つ い て 、 好 適 な 実 施 例 を 挙 げ て 説 明 す る が 、 先 ず 、
図 １ に 示 す 、 本 発 明 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム の 全 体 構 成 図 と 、 図 ２ に 示 す 、 本 発 明 の カ ラ オ ケ
シ ス テ ム を 構 成 す る カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 と 、 図 ３ に 示 す 、 本 発 明 の カ ラ オ
ケ シ ス テ ム を 構 成 す る カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 と 、 図 ４ に 示 す 、 利 用 者 別 属
性 情 報 管 理 テ ー ブ ル の 概 略 的 構 成 図 と 、 図 ５ に 示 す 、 属 性 対 応 曲 間 映 像 管 理 テ ー ブ ル の 概
念 的 構 成 図 に 基 づ き 詳 述 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム （ １ ） は 、 主 に 、 カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス の
店 舗 内 に 設 置 さ れ た 複 数 の カ ラ オ ケ ル ー ム （ Ｋ ， Ｋ … ） の そ れ ぞ れ に 備 え ら れ た カ ラ オ ケ
演 奏 装 置 （ Ｐ ， Ｐ … ） と 、 こ れ ら と 店 舗 内 Ｌ Ａ Ｎ 上 の ル ー タ か ら 、 Ａ Ｄ Ｓ Ｌ や Ｉ Ｓ Ｄ Ｎ と
い っ た 通 信 回 線 （ Ｎ ） を 介 し て イ ン タ ー ネ ッ ト （ Ｎ ｉ ） に お け る カ ラ オ ケ 事 業 者 が 管 理 す
る Ｖ Ｐ Ｎ （ Virtual
Private Network） に て 接 続 さ れ た 、 通 信 カ ラ オ ケ シ ス テ ム 用 の カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 （ Ｈ
） か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 本 実 施 例 で は 、 店 舗 内 に １ ０ ０ Ｂ Ａ Ｓ Ｅ － Ｔ 規 格 の Ethernet（ 登 録 商 標 ）
に よ る Ｌ Ａ Ｎ が 敷 設 さ れ 、 こ の Ｌ Ａ Ｎ 上 の 各 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 （ Ｐ ） は ル ー タ を 介 し て イ
ン タ ー ネ ッ ト （ Ｎ ｉ ） 上 の Ｖ Ｐ Ｎ か ら カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 （ Ｈ ） に 接 続 し て い る 。 さ ら に
、 Ｌ Ａ Ｎ 上 の コ ン ピ ュ ー タ 間 の 通 信 に も Ｔ Ｃ Ｐ ／ Ｉ Ｐ が 採 用 さ れ て お り 、 ル ー タ は 、 そ の
内 蔵 す る Ｄ Ｈ Ｃ Ｐ （ Dynamic
Host Configuration Protocol） サ ー バ 機 能 に よ っ て 、 Ｌ Ａ Ｎ に 接 続 さ れ て い る 各 カ ラ オ
ケ 演 奏 装 置 （ Ｐ ） に Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 割 り 当 て 、 各 演 奏 装 置 （ Ｐ ） の Ｍ Ａ Ｃ （ Media
Access Control） ア ド レ ス と Ｉ Ｐ ア ド レ ス と を 対 応 付 け し た テ ー ブ ル を 作 成 し て 記 憶 し て
い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 各 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 （ Ｐ ） に は 、 楽 曲 検 索 機 能 を 備 え た カ ラ オ ケ リ モ コ ン 装 置 （ Ｒ ） が
付 帯 さ れ て お り 、 こ の リ モ コ ン 装 置 （ Ｒ ） を も っ て 、 利 用 者 は 赤 外 線 信 号 に よ り カ ラ オ ケ
演 奏 装 置 （ Ｐ ） に 所 望 の 演 奏 予 約 コ マ ン ド を 送 信 す る 。 本 実 施 例 の リ モ コ ン 装 置 （ Ｒ ） は
そ の 内 蔵 ２ 次 電 池 に 充 電 す る た め の 専 用 架 台 を 必 要 と す る が 、 こ の 専 用 架 台 に は 、 充 電 手
段 の 他 、 利 用 者 Ｉ Ｄ を 識 別 し 、 当 該 利 用 者 の ロ グ イ ン を 識 別 す る た め の 利 用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手
段 が 付 帯 さ れ て い る 。 本 実 施 例 の 利 用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手 段 は 、 非 接 触 の Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル を 搭 載
し た Ｉ Ｄ カ ー ド の 読 み 取 り ／ 書 き 込 み 装 置 で あ り 、 カ ー ド Ｉ Ｄ に 紐 付 け さ れ た 利 用 者 Ｉ Ｄ
を 特 定 す る も の で あ る 。 た だ し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 例 え ば 、 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル を 携 帯
電 話 に 内 蔵 さ せ た Ｉ Ｃ 機 能 付 き 携 帯 電 話 や 、 近 距 離 無 線 通 信 手 段 で あ る ブ ル ー ト ゥ ー ス （
blue
tooth） 機 構 を 有 す る 携 帯 電 話 、 あ る い は 、 パ ス ワ ー ド の 入 力 装 置 や 指 紋 や 声 紋 な ど の 生
体 識 別 機 能 に 依 る 機 構 の 利 用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手 段 を 利 用 し て も 構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 （ Ｐ ） は 、 主 に 、 カ ラ オ ケ 装 置
全 体 を 統 括 的 に 制 御 す る 中 央 制 御 手 段 （ ２ ） と こ れ に 接 続 さ れ た 各 種 機 器 に て 構 成 さ れ て
い る 。 す な わ ち 、 こ の 中 央 制 御 手 段 （ ２ ） は 、 カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 と の 通 信 を 制 御 す る た
め の 通 信 制 御 手 段 （ １ ２ ） 、 そ の 付 帯 す る リ モ コ ン 装 置 （ Ｒ ） の 利 用 者 イ ン タ フ ェ イ ス か
ら の 操 作 信 号 を 制 御 す る た め の 操 作 制 御 手 段 （ １ ３ ） 、 利 用 者 Ｉ Ｄ を 特 定 し て シ ス テ ム へ
ロ グ イ ン す る た め の 利 用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手 段 （ １ ７ ） 、 そ し て 、 本 発 明 の 曲 間 映 像 を 抽 出 し 、
当 該 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 （ Ｐ ） が 付 帯 す る 表 示 手 段 （ Ｄ ） を も っ て 表 示 さ せ る た め の 曲 間 映
像 抽 出 表 示 手 段 （ １ ５ ） な ど を 統 括 的 に 制 御 す る と 共 に 、 ハ ー ド デ ィ ス ク （ ３ ） 、 Ｒ Ａ Ｍ
（ ４ ） 、 音 源 （ ５ ） 、 ミ キ サ （ ６ ） 、 サ ウ ン ド シ ス テ ム （ ７ ） 、 Ｐ Ｃ Ｍ デ コ ー ダ （ ８ ） 、
Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ （ １ ０ ） 、 合 成 回 路 （ １ １ ） な ど が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 こ こ で 、 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 （ Ｐ ） の 構 成 要 素 に つ い て 少 々 詳 述 す る 。 先 ず 、 音 源 （ ５ ）
は 、 中 央 制 御 手 段 （ ２ ） が 実 行 す る シ ー ケ ン サ （ １ ４ ） に お け る 楽 曲 シ ー ケ ン サ の 処 理 に
よ っ て 入 力 さ れ た 演 奏 デ ー タ に 応 じ て 楽 音 信 号 を 形 成 す る 。 形 成 さ れ た 楽 音 信 号 は ミ キ サ
（ ６ ） に 入 力 さ れ 、 こ の ミ キ サ （ ６ ） は 、 音 源 （ ５ ） が 発 生 し た 複 数 の 楽 音 信 号 や カ ラ オ
ケ マ イ ク （ Ｍ ） と 、 Ａ ／ Ｄ コ ン バ ー タ （ ９ ） を 介 し て 入 力 さ れ た 利 用 者 の 歌 唱 音 声 信 号 を
適 当 な バ ラ ン ス で ミ キ シ ン グ す る 。 ミ キ シ ン グ さ れ た デ ジ タ ル 音 声 信 号 は サ ウ ン ド シ ス テ
ム （ ７ ） に 入 力 さ れ る 。 こ の サ ウ ン ド シ ス テ ム （ ７ ） は パ ワ ー ア ン プ を 備 え 、 入 力 さ れ た
デ ジ タ ル 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し て 増 幅 し 、 ス ピ ー カ （ Ｓ ） か ら 楽 音 と 歌 唱 音 声 を 放
音 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ハ ー ド デ ィ ス ク （ ３ ） に 記 録 さ れ て い る 背 景 映 像 デ ー タ （ ２ ０ ） や 曲 間 映 像 デ ー タ （ ２
１ ） は 、 Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ 形 式 に エ ン コ ー ド さ れ て お り 、 中 央 制 御 手 段 （ ２ ） が 実 行 す る 背 景 映 像
再 生 手 段 （ 図 示 省 略 ） に よ り 再 生 処 理 を 行 い 、 こ れ を 読 み 出 し て Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ （ １ ０
） に 入 力 す る 。 こ の Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ デ コ ー ダ （ １ ０ ） は 入 力 さ れ た Ｍ Ｐ Ｅ Ｇ デ ー タ を Ｎ Ｔ Ｓ Ｃ の
映 像 信 号 に 変 換 し て 合 成 回 路 （ １ １ ） に 入 力 し 、 こ の 合 成 回 路 （ １ １ ） は こ の 背 景 映 像 の
映 像 信 号 上 に 歌 詞 テ ロ ッ プ や 採 点 表 示 な ど の Ｏ Ｓ Ｄ を 合 成 し 、 合 成 さ れ た 映 像 信 号 は 表 示
手 段 （ Ｄ ） に 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 シ ー ケ ン サ （ １ ４ ） は 楽 曲 コ ー ド で 識 別 さ れ る 演 奏 デ ー タ を ハ ー ド デ ィ ス ク （ ３ ） に 記
録 さ れ て い る 楽 曲 コ ー ド （ １ ８ ） に 紐 付 け さ れ た 演 奏 デ ー タ （ １ ９ ） を 読 み 出 す 。 こ の シ
ー ケ ン サ （ １ ４ ） は 主 に 楽 曲 シ ー ケ ン サ お よ び 歌 詞 シ ー ケ ン サ か ら な っ て お り 、 楽 曲 シ ー
ケ ン サ は 演 奏 デ ー タ 中 の 演 奏 デ ー タ ト ラ ッ ク 、 ガ イ ド メ ロ デ ィ ト ラ ッ ク な ど の ト ラ ッ ク デ
ー タ を 読 み 出 し 、 こ の デ ー タ で 音 源 （ ５ ） を 制 御 す る こ と で カ ラ オ ケ 楽 曲 の 演 奏 を 行 い 、
一 方 、 歌 詞 シ ー ケ ン サ は 文 字 パ タ ー ン 作 成 手 段 を 備 え て お り 、 演 奏 デ ー タ 中 の 歌 詞 ト ラ ッ
ク の デ ー タ を 読 み 出 し 、 こ の デ ー タ に 基 づ い て 歌 詞 テ ロ ッ プ の 画 像 パ タ ー ン を 作 成 し て 、
こ れ を 合 成 回 路 （ １ １ ） に 出 力 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ロ グ イ ン イ ン タ フ ェ イ ス （ １ ６ ） は 、 利 用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手 段 （ １ ７ ） よ り 利 用 者 Ｉ Ｄ に 基
づ く シ ス テ ム へ の ロ グ イ ン 信 号 を 受 信 す る も の で 、 中 央 制 御 手 段 （ ２ ） は 、 さ ら に 、 こ れ
を カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 に 転 送 し て ロ グ イ ン を 最 終 的 に 確 認 す る 。 こ れ に よ り 、 ロ グ イ ン が
確 認 さ れ た 場 合 、 そ の 利 用 者 Ｉ Ｄ が ハ ー ド デ ィ ス ク （ ３ ） に 設 け ら れ た ロ グ イ ン 利 用 者 記
録 部 （ ２ ２ ） に 記 録 さ れ る 。 こ の よ う に 、 利 用 者 Ｉ Ｄ が 確 認 さ れ る 毎 、 後 述 す る よ う に 、
そ の 属 性 情 報 の 所 定 項 目 の 内 容 が 参 照 さ れ る 。 ま た 、 ハ ー ド デ ィ ス ク （ ３ ） に お け る 曲 間
映 像 デ ー タ （ ２ １ ） の 記 録 部 に は 属 性 対 応 曲 間 映 像 登 録 部 （ ２ １ ａ ） も 設 け ら れ て お り 、
そ の デ ー タ は カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 か ら 転 送 さ れ 、 内 容 の 追 加 ・ 変 更 ・ 削 除 な ど の 処 理 が 行
わ れ て 逐 次 更 新 が な さ れ る 。 そ し て 、 曲 間 映 像 抽 出 表 示 手 段 （ １ ５ ） は 、 こ の 属 性 対 応 曲
間 映 像 登 録 部 （ ２ １ ａ ） か ら 任 意 の 曲 間 映 像 を 抽 出 し 、 カ ラ オ ケ 楽 曲 の 演 奏 間 な い し 演 奏
前 後 と い っ た 適 宜 の タ イ ミ ン グ で 、 合 成 回 路 （ １ １ ） を 経 由 し て 、 表 示 手 段 （ Ｄ ） を も っ
て 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 （ Ｈ ） は 、 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 （ Ｐ ） と
同 様 に 、 ホ ス ト 装 置 （ Ｈ ） 全 体 を 統 括 的 に 制 御 す る 中 央 制 御 手 段 （ ３ １ ） と 、 様 々 な デ ー
タ を 記 録 す る ハ ー ド デ ィ ス ク （ ３ ２ ） か ら 構 成 さ れ 、 通 信 制 御 イ ン タ フ ェ イ ス （ ３ ０ ） を
介 し て カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 （ Ｐ ） と の デ ー タ 交 換 を 行 う 。 そ し て 、 そ の ハ ー ド デ ィ ス ク （ ３
３ ） に は 、 利 用 者 別 属 性 情 報 記 録 部 （ ３ ３ ） と 属 性 対 応 曲 間 映 像 登 録 部 （ ３ ４ ） が 設 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 利 用 者 別 属 性 情 報 記 録 部 （ ３ ３ ） に は 、 予 め 利 用 者 Ｉ Ｄ お よ び そ の 属 性 情 報 が 記 録 さ れ
て お り 、 具 体 的 に は 、 利 用 者 Ｉ Ｄ （ ３ ３ ａ ） が 登 録 さ れ 、 利 用 者 別 属 性 情 報 管 理 テ ー ブ ル
（ Ｔ １ ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 管 理 テ ー ブ ル （ Ｔ １ ） は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 利 用 者 Ｉ
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Ｄ を 紐 付 け し 、 様 々 な 属 性 情 報 を 管 理 し て い る 。 そ の 主 な 構 成 は 、 例 え ば 、 利 用 者 を 特 定
す る た め の 「 利 用 者 Ｉ Ｄ 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ） や 、 利 用 者 の 氏 名 を 示 す 「 氏 名 」 フ ィ ー ル
ド （ ｆ ２ ） や 、 性 別 を 示 す 「 性 別 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ ３ ） や 、 生 年 月 日 を 示 す 「 生 年 月 日 」
フ ィ ー ル ド （ ｆ ４ ） や 、 住 所 を 示 す 「 住 所 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ ５ ） の 他 、 利 用 者 が 卒 業 し た
出 身 校 を 示 す 「 出 身 校 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ ６ ） 等 々 、 あ る い は 、 利 用 者 が 好 む プ ロ ス ポ ー ツ
チ ー ム を 示 す 「 好 き な ス ポ ー ツ チ ー ム 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ ｘ ） な ど か ら な る 。 そ れ ぞ れ の フ
ィ ー ル ド は 、 そ の 属 性 情 報 の 所 定 項 目 で あ り 、 利 用 者 毎 に 項 目 内 容 が 記 録 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 方 、 属 性 対 応 曲 間 映 像 登 録 部 （ ３ ４ ） に は 、 予 め 属 性 情 報 の 項 目 内 容 お よ び そ の 対 応
曲 間 映 像 と 、 各 映 像 を 特 定 す る た め の 映 像 コ ー ド （ ３ ４ ａ ） が 記 録 さ れ て お り 、 こ れ に 紐
付 け さ れ 、 属 性 対 応 曲 間 映 像 管 理 テ ー ブ ル （ Ｔ ２ ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 管 理 テ ー ブ ル
（ Ｔ ２ ） は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 属 性 情 報 の 所 定 の 項 目 内 容 に 対 応 し た 曲 間 映 像 を 管 理 し
て お り 、 そ の 主 な 構 成 と は 、 例 え ば 、 各 曲 間 映 像 を 特 定 す る た め の 「 映 像 コ ー ド 」 フ ィ ー
ル ド （ ｆ １ ０ ） や 、 属 性 情 報 の 項 目 を 示 す 「 属 性 情 報 項 目 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ １ ） や 、 そ
の 属 性 情 報 の 所 定 の 項 目 内 容 を 特 定 す る た め の 「 項 目 内 容 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ２ ） に 加 え
て 、 表 示 手 段 に 表 示 す る た め の 曲 間 映 像 を 示 す 「 対 応 曲 間 映 像 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ３ ） な
ど か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 因 み に 、 図 ５ の （ イ － １ ） で は 、 「 属 性 情 報 項 目 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ １ ） に は 「 性 別 」
が 定 め ら れ 、 そ の 「 項 目 内 容 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ２ ） に は 「 男 性 」 が 定 め ら れ て お り 、 こ
の 条 件 で 対 応 す る 曲 間 映 像 が 「 対 応 曲 間 映 像 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ３ ） に 登 録 さ れ て い る 。
同 様 に 、 （ イ － ２ ） で は 、 「 属 性 情 報 項 目 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ １ ） に は 「 性 別 」 が 定 め ら
れ 、 そ の 「 項 目 内 容 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ２ ） に は 「 女 性 」 が 定 め ら れ て お り 、 こ の 条 件 で
対 応 す る 別 の 曲 間 映 像 が 「 対 応 曲 間 映 像 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ３ ） に 登 録 さ れ て い る 。 こ れ
と 同 様 に 、 （ ロ － １ ） や （ ロ － ２ ） … で は 、 「 属 性 情 報 項 目 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ １ ） に は
「 住 所 」 が 定 め ら れ 、 そ れ ぞ れ の 「 項 目 内 容 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ２ ） に は 、 そ れ ぞ れ 別 の
地 域 名 （ 「 東 京 」 、 「 大 阪 」 … ） が 定 め ら れ て い る 。 さ ら に 、 （ ハ － １ ） や （ ハ － ２ ） …
で は 、 「 属 性 情 報 項 目 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ １ ） に は 「 年 代 」 が 定 め ら れ 、 そ れ ぞ れ の 「 項
目 内 容 」 フ ィ ー ル ド （ ｆ １ ２ ） に は 、 そ れ ぞ れ 別 の 年 代 （ 「 １ ０ 代 」 、 「 ２ ０ 代 」 … ） が
定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 内 に 利 用 者 別 属 性 情 報 記 録 部 を 設 け 、 こ の カ
ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 に ネ ッ ト ワ ー ク 通 信 接 続 さ れ た 如 何 な る カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 か ら へ も 当 該
情 報 を 還 元 で き る た め 、 グ ロ ー バ ル な 顧 客 サ ー ビ ス が で き る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ
ず 、 こ の 利 用 者 別 属 性 情 報 記 録 部 を 個 々 の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に 設 け る こ と で 、 個 々 の カ ラ
オ ケ 演 奏 装 置 に て 、 ス タ ン ド ア ロ ン 的 に 本 カ ラ オ ケ シ ス テ ム を 稼 働 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ６ に 示 す 、 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 が 付 帯 す る リ モ コ ン 装 置 の 外 観 斜 視 図 と 、 図 ７ に
示 す 、 利 用 者 別 ロ グ イ ン ・ ロ グ ア ウ ト 指 示 の イ ン タ フ ェ イ ス 表 示 画 面 と 、 図 ８ に 示 す 、 属
性 対 応 曲 間 映 像 の 抽 出 表 示 条 件 の 説 明 図 に 基 づ き 、 本 発 明 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム の 仕 組 み と
操 作 手 順 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ の （ イ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の リ モ コ ン 装 置 （ Ｒ ） の 正 面 に は 、 液 晶 デ ィ ス プ
レ イ （ Ｌ Ｃ Ｄ ； Ｒ ａ ） と タ ッ チ セ ン サ （ Ｒ ｂ ） と を 積 層 し た タ ッ チ パ ネ ル を 主 体 と し た 利
用 者 イ ン タ フ ェ イ ス が 備 え ら れ 、 Ｇ Ｕ Ｉ （ Graphical
User Interface） 環 境 を 提 供 し 、 こ の Ｇ Ｕ Ｉ 環 境 に よ る 対 話 を 通 じ て 楽 曲 索 引 デ ー タ ベ ー
ス （ 図 示 省 略 ） を 検 索 し 、 そ の 結 果 を 表 示 出 力 さ せ る こ と で 検 索 機 能 を 実 現 し て い る 。 ま
た 、 図 ６ の （ ロ ） に 示 す よ う に 、 そ の 背 面 の 下 方 所 定 部 に は Ｌ Ａ Ｎ ポ ー ト （ Ｒ ｃ ） が 設 け
ら れ て お り 、 Ｌ Ａ Ｎ 接 続 ケ ー ブ ル を 介 し て カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に 各 種 デ ー タ が 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 次 に 、 図 ７ は 、 こ の リ モ コ ン 装 置 （ Ｒ ） の 利 用 者 イ ン タ フ ェ イ ス を 利 用 し た 利 用 者 別 ロ
グ イ ン ・ ロ グ ア ウ ト 指 示 の 表 示 画 面 で あ る 。 こ の 表 示 画 面 に は 、 利 用 者 別 顔 写 真 付 き ア イ
コ ン 列 （ ４ ０ ） や カ ラ オ ケ シ ス テ ム へ の ロ グ イ ン を す る た め の 「 ロ グ イ ン 」 ア イ コ ン （ ４
１ ） 、 ロ グ ア ウ ト を す る た め の 「 ロ グ ア ウ ト 」 ア イ コ ン （ ４ ２ ） な ど が 設 け ら れ て い る 。
こ の リ モ コ ン 装 置 を 前 述 し た 専 用 架 台 に 装 着 し た 状 態 で 、 先 ず 、 「 ロ グ イ ン 」 ア イ コ ン （
４ １ ） を 選 択 し た 後 、 当 該 専 用 架 台 に 付 帯 し た Ｉ Ｄ カ ー ド の 読 み 取 り ／ 書 き 込 み 装 置 （ 利
用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手 段 ） に 自 ら の Ｉ Ｄ カ ー ド を 装 填 す る こ と に よ り 、 こ れ に 紐 付 け さ れ た 利 用
者 Ｉ Ｄ が 識 別 さ れ る と 同 時 に ロ グ イ ン が 識 別 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ロ グ イ ン が 識 別 さ れ る と 、 カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 に 予 め 登 録 さ れ た 利 用 者 の 顔 写 真 あ る い
は 予 め 登 録 さ れ て い な い 場 合 、 デ ジ タ ル カ メ ラ 機 能 を 使 っ て 撮 影 し た 利 用 者 の 顔 写 真 を 新
た に 登 録 し て 、 順 次 、 所 定 の 利 用 者 別 顔 写 真 付 き ア イ コ ン （ ４ ０ ａ ） を 利 用 者 毎 に 掲 載 さ
れ た 利 用 者 識 別 用 イ ン タ フ ェ イ ス が 作 成 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 実 施 例 で は 、 こ の 利 用 者
別 顔 写 真 付 き ア イ コ ン （ ４ ０ ａ ） に 表 示 さ れ て い る 利 用 者 が 、 こ の カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に て
ロ グ イ ン し て い る 利 用 者 と し て 見 な さ れ 、 そ の 利 用 者 に お い て 、 前 述 し た ロ グ イ ン 利 用 者
記 録 部 に 記 録 さ れ て い る 利 用 者 の 所 定 の 項 目 内 容 が 予 め 設 定 さ れ た 割 合 以 上 で 共 通 し て い
る 場 合 、 当 該 項 目 内 容 に 対 応 し た 曲 間 映 像 を 抽 出 し 、 当 該 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 が 付 帯 す る 表
示 手 段 を も っ て 、 曲 間 映 像 と し て 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ８ に は 、 （ イ ） 利 用 者 Ａ ～ Ｅ お よ び （ ロ ） 利 用 者 Ｆ ～ Ｈ の 各 ５ 名 が 、 そ れ ぞ れ 所 定 の
カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 に て ロ グ イ ン し て い る 状 態 を 示 し て い る 。 こ の シ ス テ ム で は 、 曲 間 映 像
の 抽 出 条 件 と し て 、 共 通 し て い る 項 目 内 容 が ８ ０ ％ 以 上 の 割 合 と し て お り 、 先 ず 、 図 ８ の
（ イ ） に 示 す よ う に 、 利 用 者 Ａ ～ Ｄ の 属 性 情 報 項 目 「 性 別 」 の 内 容 が 「 女 性 」 で 共 通 し て
お り 、 利 用 者 Ｅ の 属 性 情 報 項 目 「 性 別 」 の 内 容 が 「 男 性 」 で 他 者 と 異 な っ て い る が 、 項 目
内 容 「 女 性 」 が 条 件 ８ ０ ％ の 割 合 に 達 し て い る た め 、 こ の 場 合 は 、 当 該 項 目 内 容 に 対 応 し
た 女 性 向 け の 曲 間 映 像 が 曲 間 映 像 と し て 抽 出 さ れ 表 示 さ れ る 。 一 方 、 （ ロ ） の 場 合 で は 、
利 用 者 Ｆ ～ Ｈ の 属 性 情 報 項 目 「 性 別 」 の 内 容 が 「 女 性 」 で 共 通 し て い る が 、 利 用 者 Ｉ と 利
用 者 Ｊ の 属 性 情 報 項 目 「 性 別 」 の 内 容 が 「 男 性 」 で 異 な っ て お り 、 最 大 割 合 で も 項 目 内 容
「 女 性 」 が ６ ０ ％ で あ る た め 、 属 性 対 応 曲 間 映 像 は 抽 出 さ れ ず 表 示 さ れ ず 、 属 性 情 報 の 所
定 の 項 目 内 容 に 対 応 が な さ れ て い な い 一 般 的 な 曲 間 映 像 が 表 示 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 例 で
は 、 抽 出 条 件 を ８ ０ ％ と し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 ７ ０ ％ 、 ９ ０ ％ 、 １ ０ ０ ％
あ る い は 、 も っ と 詳 細 な 数 字 を 設 定 し て も 構 わ な い 。 た だ し 、 本 発 明 の 目 的 を 鑑 み 、 ５ ０
％ 以 上 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 、 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム に よ れ ば 、 利 用 者 の 属 性 情 報 に お け
る 所 定 の 項 目 内 容 が 予 め 設 定 さ れ た 割 合 以 上 で 共 通 し て い る 場 合 、 こ れ を 所 定 の 項 目 内 容
が 共 通 し て い る 多 数 派 を 占 め る 利 用 者 に よ る 利 用 と 判 断 し 、 そ の 共 通 項 目 内 容 に 即 し て 構
成 さ れ て い る 曲 間 映 像 を 抽 出 し て 表 示 し 、 主 に 、 曲 間 Ｃ Ｍ と し て 利 用 者 に 役 立 つ 情 報 を 効
果 的 に 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム の 全 体 構 成 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム を 構 成 す る カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の カ ラ オ ケ シ ス テ ム を 構 成 す る カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 。
【 図 ４ 】 利 用 者 別 属 性 情 報 管 理 テ ー ブ ル の 概 念 的 構 成 図 。
【 図 ５ 】 属 性 対 応 曲 間 映 像 管 理 テ ー ブ ル の 概 念 的 構 成 図 。
【 図 ６ 】 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置 が 付 帯 す る リ モ コ ン 装 置 の 外 観 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 利 用 者 別 ロ グ イ ン ・ ロ グ ア ウ ト 指 示 の イ ン タ フ ェ イ ス 表 示 画 面 。
【 図 ８ 】 属 性 情 報 対 応 曲 間 映 像 の 抽 出 表 示 条 件 の 説 明 図 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 １ 　 カ ラ オ ケ シ ス テ ム
　 　 ２ ， ３ １ 　 中 央 制 御 手 段
    ３ ， ３ ２   ハ ー ド デ ィ ス ク
  １ ５   曲 間 映 像 抽 出 表 示 手 段
　 １ ６ 　 ロ グ イ ン イ ン タ フ ェ イ ス
  １ ７   利 用 者 Ｉ Ｄ 識 別 手 段
　 ２ １ 　 曲 間 映 像 デ ー タ
  ２ １ ａ ， ３ ４   属 性 対 応 曲 間 映 像 登 録 部
　 ２ ２ 　 ロ グ イ ン 利 用 者 記 録 部
　 ３ ３   利 用 者 別 属 性 情 報 記 録 部
　 Ｔ １ 　 利 用 者 別 属 性 情 報 管 理 テ ー ブ ル
　 Ｔ ２ 　 属 性 対 応 曲 間 映 像 管 理 テ ー ブ ル
　 　 Ｐ 　 カ ラ オ ケ 演 奏 装 置
　 　 Ｈ 　 カ ラ オ ケ ホ ス ト 装 置
　 　 Ｒ   カ ラ オ ケ リ モ コ ン 装 置
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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